
避難所防災用品設営マニュアル

東みよし町

令和４年３月作成



目次

1. ラップポン及びラク・アーム
2. ワンタッチトイレ
3. 簡易ベッド
4. 室内テント

共通事項

貸し出した備品等は乱暴な使用は避け、衛生的にお使いください。

備品は使い捨てではありません。訓練の場合は、新品と同じように片付け保管し

ます。段ボール箱、ビニール、説明書等はすてないでください。

また災害時におきましても、ごみにすることなく、管理室などで保管してくださ

い。



1.ラップポン
水を使わず排泄物は凝固剤で固め、熱圧着によって排泄物等を一回毎にラップ

（個包装）して密封することが出来る簡易トイレです。

内容物

本体

電源ケーブル（AC、車）
説明書

別箱でモバイルバッテーリー

組立方法

まず取っ手を上にして四隅に白のガードがない蓋を開けます。

中に入っているのは折りたたまれた脚部と脚部の支柱、リモコンです。



まず、支

柱を取り

出し支柱

から両端

にあるネジを外します。

支柱を取っ手側にある脚部にネジで固定します

ラップポンを起こして上蓋を外すと完成になります。



ラップポンの電源は、モバイルバッテリー、ACアダプター、シガーソケットの 3
種類ありますが、主にモバイルバッテリー、ACアダプターをお使いください。

次にラク・アームの組み立てになります。

ラク・アームは、ラップポン専用の手すりとなっていてお年寄りや足の不自由な

人の手すりとなるのもです

内容物

本体背もたれ部１片

本体手すり部２片

ラップポン接続底板 2枚
長ネジ４本

短ネジ４本

ネジ止め８個

ワッシャー（ネジ固定パーツ）



完成はこのような形になります。手すりのスポンジがついているほうが前になり

ます。背もたれ部と手すり部とをねじ止めで左右 2か所づつ固定します。ワッシ
ャーとネジを固定しネジ止めを回すとしっかり固定させることが出来ます

両方の手すり部が背もたれと接続されましたら、ラップポンとの接続に移りま

す。

このように、ラク・アームとラップポンをあわせてラップポン接続底板をご用意

ください。



ラップポン脚部とラク・アームの接続底板を写真のように接続し短ネジで固定し

ましたら、完成です。



2.ワンタッチトイレ

内容物

本体

受けパック

袋セット

本体の組み立て

上枠を持ち上げ前後の側板を開きます。

」

便座を上げ受けパックをネジ頭に合わせて置き便座で押さえます。



受けパックそのままでは使用しないでください。汚物処理袋を便座の上から入れ

便座をカバーしてセットし凝固紙又は、凝固剤をセットし使用ください。

使用後は袋を静かに外し中の空気を抜き口をしっかり結び保管袋に一時保管し処

理してください



3.簡易ベッド

避難所（体育館等）での生活において床で直接寝ることは、体調不良を招き、衛

生的にもよくありませんので、東みよし町では、簡易ベッドの使用を推奨してい

ます。

内容物

収納バッグ

本体

サイドバー

説明書

本体を取り出し、指を挟まないように地面に置き、フレームを右のような写真に

展開します。展開したら座面を開けます

座面を開けたらサイドバーの取り付けです。



まず片方のサイドバーを取り付けます。サイドバー、本体には凹凸があり、凹凸

を組み合わせてください。

片方のサイドバーが組みあがったら立ててもう一つのサイドバーを組み立てま

す。ベッドを立てて片方のをはめ、ベッド本体の足の部分を組立者の足で固定

し、もう片方をはめ込みます。（てこの原理を利用）

これで、完成です



4.簡易テント

内容物

収納袋

本体（ひなんルーム）

ポール（折り畳み式）

テント本体を左の写真のように展開し、ポールを右の写真のように組みます。

ポールは 4隅にある対角線上のスリーブ袋に
しっかり入れてください。



ポールをすべて組み立てた後、シート中央にあるフックを交差しているポールの

上側にかけ、同様に 8か所あるフックを掛けてください。
これで完成です。

室内用テントは先に組み立てた簡易ベッドを中に入れたり、アルミマットを敷い

て利用することが出来ます。

各備品にはメーカーの取扱説明書が同封してあります。詳細につきましては取扱

説明書をご確認ください。

収納袋、ビニール、説明書は捨てずに、保管してください。個人での保管は難し

いと思いますので、管理人室や倉庫にまとめて保管してください。


